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A Study of the Eff ectiveness of Introducing Coordination Training 
on Physical Fitness in Junior High School

─　Focusing on the enjoyment of exercise and physical competence　─

Yuriko Urata, Kazuhiko Saito

Abstract: In this study, I conducted class action-training-research on the use of coordination 
training in physical education classes at Japanese junior high schools. Coordination training 
was conducted with 177 boy and girl students for 3 hours on physical fi tness. This study aimed 
to verify the eff ects of the training on students' enjoyment of exercise and sense of physical 
competence. Questionnaires were introduced at the beginning of the fi rst period and the end 
of the third period to compare scores on physical competence (perceived physical competence, 
feeling of control, peer and teacher acceptance) and diagnostic and integrative class evaluations 
(aff ective goals) were conducted before and after the unit, overall and by gender. The results 
showed that the overall scores were higher for perceived physical competence (p<.001), overall 
physical competence (p<.001), and peer and teacher acceptance (p<.05). In the girls' class, the 
scores were higher for perceived physical competence (p<.01), peer and teacher acceptance 
(p<.05), and overall physical competence (p<.05). In the boys’' class, the scores were higher for 
perceived physical competence (p<. 01), feeling of control (p<.01), overall physical competence 
(p<.01), and affective goals (p<.01). In all cases, the scores were higher after the unit. This 
suggests that the introduction of coordination training in physical education classes at junior 
high schools is an eff ective means of making students experience the enjoyment of exercise and 
helping them develop a physical competence
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１．はじめに

1.1. 日本の学校体育の役割と課題
　中央教育審議会が，1998（平成10）年の学習指導要
領の改訂に向けた第一次答申（1996）において「生き
る力」を初めて教育理念として謳って以降，日本の学

校教育は，長年「生きる力」の育成を目標としてきた。
その「生きる力」や日本のスポーツのコアとなる，日
本の体育・保健体育科では，生涯にわたって心身の健
康を保持増進し，豊かなスポーツライフを実現するた
めの資質・能力を育成することを目指している（文部
科学省，2018；文部科学省，2019）。しかし，現状の



表１：７つのコーディネーション能力
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一部の体育授業では運動から逃避する人間形成をして
いる可能性があり（鈴木ら，2015），体育嫌いの子ど
もを育ててしまっている（富本，2013）。実際に，令
和３年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査（2021）
では，中学生で運動やスポーツが「やや嫌い」「嫌い」
と回答した生徒は，男子で12.7％，女子で24.7％であり，
卒業しても運動したいと「あまり思わない」「思わない」
と回答した生徒は，男子で14.4％，女子で21.0％であっ
た。このように，現状では，運動・スポーツ嫌いが一
定数存在し，学校での必修体育から卒業した後は運動
を続けない意思を持つ生徒も多く存在することが見受
けられる。このような課題を解決し，日本の学校体育
が目指す生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現す
るためには，運動の楽しさや喜び（本村，2016）及び
運動有能感（鈴木ら，2016）をすべての学習者に味わ
わせることが重要であるとされている。
1.2. 運動の楽しさや喜び及び運動有能感
　高田（1985）は，「よい体育授業の条件」として，「動
く楽しさ」，「解る楽しさ」，「集う楽しさ」，「伸びる楽
しさ」の４つの楽しさを味わうことができる授業（以
下，高田４原則１と記す）であると述べている。この
４つの楽しさについて，第一に，動く楽しさとは，自
ら体を動かそうという気持ちになったり，力一杯運動
することができたりしたと感じることである。第二に，
解る楽しさとは，課題意識をもち，課題の解決に向け
て運動したり考えたりする中で，新たに感じたり，わ
かったりしたことがあったと感じることである。第三
に，集う楽しさとは，集団内でお互いに教え合った
り，励まし合ったりすることができたと感じることで
ある。第四に，伸びる楽しさとは，運動ができた，技
能が上達した，体力を高めることができたと感じるこ
とである。本村（2016）は，高田4原則の見方・考え
方をもって授業を実践していくことによって，すべて
の子どもたちが運動やスポーツの楽しさや喜びを享受
する力を身につけることができると述べている。つま
り，高田４原則を満たす授業を行うことは，運動の楽
しさや喜びを感じられる授業であると考えることがで
きる。
　一方，運動有能感の先行研究として多く用いられて
いるのは，岡澤（1996）の提唱した，「身体的有能さ
の認知」，「統制感」，「受容感」の３因子から構成され
る尺度である。第一に，身体的有能さの認知とは，自
己の運動能力や運動技能に対する肯定的認知であり，
自分は運動が上手にできるという自信のことである。
第二に，統制感とは，自己の努力や練習によって，運
動をどの程度コントロールできるかという認知であ
り，技能レベルは高くなくても自分もやればできると

いう自信のことである。第三に，受容感とは，運動場
面で教師や仲間から受け入れられているという認知で
あり，みんなが自分を認め，励ましてくれているとい
う自信のことである。
　ところで，本村（2016）によると，子どもたちの運
動有能感を高めるために，身体的有能さの認知と同時
に，統制感や受容感を高めることが重要であるという
考え方で指導にあたれば，すべての子どもたちに運動
の楽しさや喜びを味わわせることができる。実際に，
先行研究においても，運動有能感を高めることにより，
運動の楽しさを体験できること（岡澤・諏訪，1998），
運動の楽しさや喜びを味わわせることで，運動有能感
が向上すること（西連寺・渡邊， 2020）が明らかになっ
ている。このことから，運動有能感を高めれば，運動
の楽しさや喜びを味わわせることができ，運動有能感
を育むためには，運動の楽しさや喜びを味わわせるこ
とが重要であるというように運動有能感と運動の楽し
さや喜びは相互に影響しあっていると考えられる。
1.3. 教材としてのコーディネーショントレーニング
　体育授業の中で，運動の楽しさや喜び及び運動有
能感を味わわせることができるものとして着目した
のが，「コーディネーショントレーニング」である。
1960年代に旧東ドイツで提唱され，1970年代には研究
と実践が始まった理論であり，ヨーロッパ各国では，
学校体育やスポーツ現場等で広く取り入れられてい
る。このコーディネーショントレーニングとは，筋－
神経系の連動性を高め，身体をコントロールする能力
を向上させようとするトレーニングである（東根ら，
2002）。コーディネーション能力は１に示す通り，（1）
リズム能力（2）バランス能力（3）連結能力（4）定
位能力（5）識別能力（6）変換能力（7）反応能力の7
つの能力から構成される（東根，2005）。
　体育教材として，コーディネーショントレーニング
に着目した理由は以下の３点である。
①　動きの経験を重視している点
　運動や体育授業に対する満足度を高め，生涯にわ
たって運動に親しむための運動の価値観を定着させる
ためには，能力主義にとらわれず第一に運動の経験を
大切にすることが必要である（澤， 2017）。コーディ
ネーショントレーニングでは「技能習得」ではなく，
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多様な動きを「経験」するということを重視している
（東根，2005）。そのため，技能習得にとらわれず運動
の楽しさや喜び及び運動有能感を味わうことができる
と考えられる。
②　基礎的・普遍的な運動と各種専門スポーツの間に

位置付けられている点
　米津（2017）は，スポーツを享受するために必要な
最低限の基礎的・基本的な力を身につけていない未熟
な子どもの育ちを問題視し，課題解決のために必要な
力や感覚を習得させるための易しい下位教材の提供が
求められると述べている。コーディネーション能力は，
歩く，立つ，投げるなどの基礎的・普遍的な運動とバ
スケットボール，スイミング，ダンスなどの各種の専
門スポーツの間に位置づけられていることから，すべ
ての専門スポーツの基礎となる動きの感覚を習得する
下位教材になると思われる。
③　「よい教材」（高田，1977）を満たす点
　よい教材について高田（1977）は，生徒が喜ぶ教材
は，次の４つの原則を満たしているときに限るとして
いる。（1）動きに変化のある教材，（2）伸びのはっき
りする教材，（3）仲間と一緒に行う教材，（4）新しい
発見のある教材である。岩田（2017）は，これらの「よ
い教材」の視点が，前述した高田４原則の「よい授業
の条件」と一致すると指摘している。つまり，４つの
原則を満たした「よい教材」を用いて授業を行うこと
で，学習者に運動の楽しさや喜びを味わわせることが
できると考えられる。

２．問題の所在と研究の目的

　これまでの研究では，小学生の「体つくり運動」領
域で授業内や業間休みのプログラムとして，コーディ
ネーショントレーニングが実施されたものが多くみら
れる（平井・笠原，2017，神丸，2009；松葉，2014；
安光，2010；上田ほか，2006）。その中で，神丸（2009），
安光（2010），上田ほか（2006）は，コーディネーショ
ントレーニングを導入することで子どもたちの体力テ
ストの結果が向上したと報告した。体力の向上に着目
した研究が多いが，松葉・水落（2014）は，コーディネー
ショントレーニングの実施により，運動有能感，特に
身体有能さの認知が向上することを明らかにした。ま
た，藤田（2014）は，中学校１年生のバスケットボー
ルの単元内でコーディネーショントレーニングを毎時
間取り入れた。その結果，技能の向上及びバスケット
ボールに対する抵抗感が減少することが明らかになっ
た。抵抗感の減少という点に関して，平井・笠原（2017）
も教員がみとる子どもの変化から体育の授業に対する

苦手意識がなくなってきたことを報告している。さら
に，泉原（2014）は，大学生スポーツ選手を対象に実
践を行い，コーディネーショントレーニングを行うこ
とで活気が高まり，混乱や抑うつが改善されることを
報告した。このようにコーディネーショントレーニン
グは，体力や技能の向上のみならず，運動有能感や体
育・運動に対する抵抗感の減少等の心理面についても
期待が持てると考えられる。
　以上の通り，コーディネーショントレーニングにつ
いての研究はこれまで様々な学校段階で実施され，体
力・技能面や心理面について検討されてきた。しかし，
中学校の体育授業でのコーディネーショントレーニン
グの導入が運動の楽しさや喜び及び運動有能感に与え
る影響についての研究は管見の限り見当たらない。ま
た，運動嫌いの形成において中学校期が大きな影響を
及ぼす可能性があり，中学生にこそ運動に好意を持つ
ような授業が必要である（鈴木ら， 2015）。コーディ
ネーショントレーニングの実施が，体育授業内での運
動の楽しさや喜び及び運動有能感を感じさせることに
寄与することが明らかになれば，卒業以降の「生涯ス
ポーツの実現」に向けた学校体育の授業づくりの一助
になるのではないだろうか。
　そこで本研究では， 中学校の体育授業におけるコー
ディネーショントレーニング導入が，生徒の運動の楽
しさや喜び及び運動有能感の感じ方に与える効果を明
らかにすることを目的とする。

３．研究の方法

3.1. 調査の時期と調査対象者
　2022年５月23日（月）～2022年６月７日（火）に，
大阪市立 H 中学校２年生男女全６クラスの生徒を対
象に行った。 
3.2. 実施単元
　「体つくり運動」領域　全３時間
3.3. 実施運動
　実施運動は，先行研究や図書を参考に，NESTA キッ
ズコーディネーショントレーニングトレーナー資格を
有する筆者が，７つのコーディネーション能力（リズ
ム，バランス，反応，連結，定位，変換，識別）及び
高田４原則（動く楽しさ，解る楽しさ，集う楽しさ，
伸びる楽しさ）を包括するように選定した。その後，
H 中学校の体育主任と検討し，決定した。また，実施
方法については，筆者，男子クラスの担当教員である
体育主任及び女子クラスの担当教員とで協議した。実
施運動の概要（表２）については，以下に示す。
 



表２：実施運動の概要

表３：調査の流れ
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3.4. 調査方法
　単元前後において，１時間目のはじめと３時間目の
最後に自記入式質問紙調査を行った（表３）。調査の
手続きは，調査対象者の在籍する体育授業の時間内に
おいて，集団で実施された。授業担当教員が対象者に
対して，回答の仕方や倫理的配慮について口頭で説明
を行った上で質問紙を配布した。また，質問紙の回収
についても授業担当教員が行った。その後，女子クラ
スの事前アンケートおよび女子２クラス分の事後アン
ケートについては筆者が直接回収し，残りについては
郵送にて回答を回収した。なお，本研究は，広島大学
における研究倫理審査委員会の承認を受けている（承
認番号：HR-ES-000257）。
　事前アンケートの回収数は195票（男子クラス96票，
女子クラス99票）であり，事後アンケートの回収数は
189票（男子クラス95票，女子クラス94票）であった。
うち，事前・事後を比較するための有効回答数は176
票（男子クラス84票，女子クラス92票）であった。



表５：調査内容（事後）

表４：調査内容（事前）
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3.5. 調査内容
　調査内容は，事前・事後の共通項目を，①個人的属
性（３項目），②運動及び体育授業に対する好嫌や適
応性（３項目），③運動有能感尺度（12項目），④診断
的・統合的授業評価「情意目標」（５項目）から構成
した。さらに，事後については，これらの質問項目に
加えて，⑤実施運動の評価（10項目），⑥継続意欲（１
項目）及び⑦自由記述（１項目）の回答を求めた。本

研究で用いる運動有能感尺度（岡澤，1996）は，「身
体的有能さの認知」，「統制感」，「受容感」の３因子か
ら構成される。また，高田（2003）の情意目標は，「楽
しく勉強」「丈夫な体」「精一杯の運動」「明るい雰囲
気」「練習時間」の５項目から構成されている。なお，
調査内容の具体的な質問項目については，表４，５に
示す。 
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3.6. 分析方法
　まず，対象者の全体的な傾向を把握するために単純
集計を行った。また，尺度の妥当性を検証するために，
情意目標と体育授業の好き嫌い及び体育授業に対する
楽しさの意識の相関分析を行った。次に，t 検定を用
いて運動有能感及び情意目標の合計点の平均値に対し
て，単元前後の比較を行った。また，本研究における
データ加工及び統計解析には，SPSS Statistics22を用
いた。
　加えて，今回の授業の全体的な感想や，継続意欲に
対する理由について回答を得た自由記述の分析は，川
喜多（1967）の KJ 法を用いて，筆者及び２名の体育
科教育学を専門とする大学院生の３名で検討した。

４．結果

4.1. リサーチクエスチョンの設定
　調査を実施するにあたり，以下４点のリサーチクエ
スチョンを設定した。
1．コーディネーショントレーニングを行うことで，

中学生は運動有能感が高まったり，運動の楽しさ
や喜びを味わったりすることができるのか。

2．性差によって結果は異なるのか。
3．どのような運動が生徒に好まれるのか。
4．コーディネーショントレーニングを行うことで生

徒はどのように感じるのか。
4.2. 尺度の妥当性
尺度の妥当性を検証するために，体育授業の好き嫌い
及び体育授業に対する楽しさの意識の尺度を，反転さ
せ再コード化し，情意目標との相関分析を行った。（表
６）

表６：情意目標と体育授業の好き嫌い・楽しさへの
意識の相関係数 

　その結果，情意目標と体育授業の好き嫌い（r=.588）
及び体育授業に対する楽しさの意識（r=.646）のいず
れにおいても，0.1％水準で有意な正の相関関係が認
められた。これにより，体育授業が好きな学習者や体
育授業を楽しいと思っている学習者ほど，体育授業に
おける情意目標の得点が高くなることが示された。こ
のことから，情意目標の尺度が，体育授業における運

動の楽しさや喜びを測る尺度として妥当であることが
示唆された。
4.3. 単元前後の運動有能感及び情意目標の比較
　全体および男女のクラス別に分けて比較を行った。
　まず，全体では，表７に示す通り，身体的有能さの
認知と運動有能感全体において0.1％水準で，受容感
において５％水準で有意差がみられ，いずれにおいて
も単元後の方が高い得点を示した。つまり，自分は運
動が上手にできるという自信及びみんなが自分を認
め，励ましてくれているという自信が高まり，運動有
能感全体が高まった。

表７：単元前後の比較（全体）

　
次に，男子クラスでは，表８に示す通り，身体的有能
さの認知，統制感，運動有能感全体及び情意目標にお
いて１％水準で有意差がみられ，いずれにおいても単
元後の方が高い得点を示した。受容感以外のすべての
項目において有意に差がみられた。つまり，自分は運
動が上手にできるという自信及び技能レベルは高くな
くても自分はやればできるという自信が高まったこと
で運動有能感全体が高まった。また，運動の楽しさや
喜びの感じ方にも正の影響を与えた。

 表８：単元前後の比較（男子クラス）

　最後に，女子クラスでは，表９に示す通り，身体的
有能さの認知において１％水準で，受容感と運動有能
感全体において５％水準で有意差がみられ，いずれに
おいても単元後の方が高い得点を示した。つまり，自
分は運動が上手にできるという自信及びみんなが自分
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を認め，励ましてくれているという自信が高まり，運
動有能感全体が高まった。

表９：単元前後の比較（女子クラス）

 

　身体的有能さの認知と，運動有能感全体については，
全体でも男女クラス別でもすべてにおいて有意差がみ
られた。このことから，中学生の体育授業においてコー
ディネーショントレーニングを実施することは，自分
は運動が上手にできるという自信を高め，運動有能感
全体を高めることに効果的であることが示された。
　また，男子クラスにおいては，やればできるという
自信や運動の楽しさや喜びを与え得るきっかけに，女
子クラスにおいては，みんなが自分を認め，励まして
くれているという自信を与え得るきっかけになること
が示唆された。
　さらに，女子の統制感を除く，すべての項目におい
て単元後の得点が高い値を示したことからも，コー
ディネーショントレーニングの実施は，生徒が運動の
楽しさや喜びを感じたり，運動有能感を味わったりす
ることに繋がると考えられる。
4.4. 実施運動の評価
　教材の魅力度を調べるために，生徒が１～３点で楽
しさの点数を回答した結果を表10に示す。その結果，
すべての教材において中央値である２以上の平均値を
獲得することができた。このことから，本単元で扱っ
た教材はすべて，生徒にとって楽しいものであったと
いえよう。

表10：教材の魅力度ランキング

 

　また，最も楽しかった運動について尋ねた結果を図
１に示す。その結果，上位３つについて，人気がある
順にムカデオニ，がっちゃオニ，２人組の運動となり，
教材の魅力度ランキングの順位と同様であった。また，
選んだ理由について尋ねた自由記述について，これら
３つの運動では，「みんな（友達）とできた」「協力し
てできた」「交流できた」というような意見が多くみ
られた。このことから，友達と交流しながら関わり合
う運動が生徒に人気であったと推察できる。

図１：最も楽しかった運動

4.5. 本授業への評価
　今後もこのような運動を行いたいかという継続意欲
についての結果を図２に示す。８割以上の生徒が肯定
的な意見を持っており，今後も体育の授業でコーディ
ネーショントレーニングを行いたいと考える生徒が多
いことがわかった。
 

図２：継続意欲

　加えて，今回の授業の全体的な感想や，継続意欲に
対する理由について自由記述にて得た回答結果を表11
に示す。
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表11：今回の授業の感想

　回答のうち，最も多かった記述は，「運動を楽しく
できた」「おもしろかった」「いい運動になったし，楽
しく明るくできた」などの，本授業に対するポジティ
ブな感想であった。しかし，本授業に対して，少数で
はあるが「楽しいものもあったが，あまり楽しくない
ものもあった」という中間意見や，「ちょっと苦手だっ
た」というネガティブな感想も見受けられた。大カテ
ゴリーで最も大きく，５割以上の割合を占めたのは，
コーディネーショントレーニングへの評価に対する記
述である。「新鮮さ」「頭を使う」「誰でも楽しめる」
といったコーディネーショントレーニングの特徴を表
す記述と，実施した運動の数や運動量に対する身体活
動の感想がみられた。運動量に関する記述には，「い
つもの授業より体を動かせた」というポジティブな意
見と，「普段の授業の方が体を動かせる」というネガ
ティブな意見の両方があり，生徒によって感じ方が異
なることが読みとれる。 
　また，交流・協力・友情の深まりなど，友達との関
わりに関する記述もみられ，最も楽しかった運動の上
位も他者との関わり合いの多い運動が占めることか
ら，生徒たちにとって，友達と関わり合うことができ
る体育授業は好ましいものであることが窺える。 
　その他，「できなかったことができるようになった」
という技能の向上や，「運動の幅の広さを知った」「体
を動かす楽しさがわかった」という発見の視点，さら
に，「またやりたい」という意欲に関する記述がみら
れた。これらの記述は，指導要領上の３観点である知
識・技能，思考力・判断力・表現力等，学びに向かう
力・人間性等に通ずるところがあると推察でき，体育
授業の教材としても，今回行った運動は評価できるも
のであったと考えられる。
4.6. リサーチクエスチョンに対する結果
　前述した４つのリサーチクエスチョンについて，以
下の４つのことが明らかになった。 

1．コーディネーショントレーニングを行うことは，
中学生にとって運動有能感を高めたり，運動の楽
しさや喜びを味わわせたりすることに有効であ
る。 

2．男子では，やればできるという自信や運動の楽し
さや喜びを与え得るきっかけに，女子では，みん
なが自分を認め，励ましてくれているという自信
を与え得るきっかけになりうる。 

3．友達と交流しながら関わり合う運動が生徒に人気
である。 

4．多くの生徒がコーディネーショントレーニングに
肯定的な意見を持っており，コーディネーション
トレーニングの特徴や友達との関わりを感じてい
た。

５．考察

　運動有能感について，身体的有能さの認知及び運動
有能感全体において，0.1％水準で有意差がみられた。
また，男女のクラス別で見ても，身体的有能さの認知
及び運動有能感全体は，男女ともに単元前後で有意差
がみられた。このことから，中学生の体育授業におけ
る体つくり運動分野でコーディネーショントレーニン
グを導入することは，運動有能感，特に身体的有能さ
の認知の向上に効果的であるといえる。松葉・水落

（2014）は，小学生の体育授業における体つくり運動
分野でコーディネーショントレーニングを導入した結
果，運動有能感，特に身体的有能さの認知が向上した
ことを明らかにした。松葉・水落の研究は，小学生を
対象にしたものであったが，本研究の結果より中学生
においても同様の結果を示すことが明らかになった。
　ところで，平川（2013）は，体育授業の楽しさにつ
いて，①運動そのもの・動きが楽しい，②できて嬉しい，
伸びて嬉しい，③競争が楽しい，④仲間と運動するこ
とが楽しい，の４点を挙げている。高田４原則に加え，
競争という視点を指摘しているが，今回実践した運動
についても競争の視点が含まれている。そのため，今
回の実践運動は体育の楽しさについて，広く網羅して
いることとなる。また，「全員が動いている」という
授業担当教員の発言や，「みんなと一緒にできる授業
だったので楽しかった」「友達と仲よくなれた」「運動
が苦手でも楽しくできた」「みんなが楽しく運動でき
ていた」という生徒の自由記述のコメントからも，誰
でも友達と関わりながら行える運動だったことがわか
る。体育授業に対する満足度を高め，生涯にわたって
運動に親しむための運動の価値観を定着させるために
は，運動の得意不得意に関わらず，各自の能力に応じ
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た快適な運動であること，個人の技術の伸長に気づく
ことができ，友人との楽しい関わりを多く取り入れ，
運動に対する新しい価値観や意味づけを得られるよう
な工夫が必要である（澤， 2017）。今回行ったコーディ
ネーショントレーニングは，特別な能力を必要とせず
誰でも取り組める運動であり，ペアやグループなどで
取り組む運動でもあったことから，前述した澤（2017）
の指摘する体育授業に対する満足度を高める工夫で
あったといえよう。この工夫によって，身体的有能さ
の認知及び受容感が全体的に高まったと考えられる。
　本研究で行ったコーディネーショントレーニングで
は，運動の得意不得意に関わらず，多くの生徒が運動
を楽しむことができた。学校体育の目的として，生涯
を通じて体を動かすことへの興味や関心を持つことを
挙げているのなら，もっと楽しむことに主眼を置き，
身体能力の高い子どもも低い子どもも，技術のある子
どももない子どもも，その子なりに楽しみながら体
を動かせるようなカリキュラムが必要である（富本，
2013）。また，岡澤（2003）も運動を継続的に行うた
めには，運動することが楽しいから運動に参加すると
いうように内発的動機に基づいて参加することが重要
であると述べている。これらのことからも，学校体育
の目指す生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現に
むけ，令和の日本型教育が掲げる「個別最適な学び」（中
央教育審議会，2021）を行うためにも，運動の内在的
価値や内発的動機づけになり得るコーディネーション
トレーニングは有用であるといえよう。
　さらに，コーディネーショントレーニングを行うこ
とで，運動有能感の中でも特に身体的有能さの認知を
高めた。小学校期から中学校期にかけて，身体的有能
さの認知と統制感が低下すること（鈴木ら，2015）か
ら，中学校の体育授業において身体的有能さの認知を
高めることは，非常に有益であると考えられる。加え
て，自由記述には，小学校で行ったような運動であっ
たことや，遊びのように行えたというコメントがみら
れた。このことからも，小学校期の運動遊びの要素を
引き継いだ上で，中学生の身体的有能さの認知を高め
ることができるコーディネーショントレーニングは，
小学校期の体育と中学校期の体育の接続によい教材と
なり得ると考えられる。

６．本研究の問題点と今後の課題

　まず第一に，本研究の結果は，全ての中学生の実態
として一般化できるとは言い難い。今回，調査校となっ
たのは1校であった。このことから，調査対象校の校
風や，授業実践者の特徴を大きく反映していると考え

られる。
　さらに，今回調査を行った際の事前アンケートでは , 
運動や体育に対して肯定的な意見を持つ生徒が全国的
な平均値と比べて多く，もともと運動や体育が好きな
生徒であったが故に今回の実践運動を好意的に捉えて
いた可能性もある。しかし，体育授業の在り方や，も
ともと生徒が持っている運動や体育への好嫌度は，各
中学校で様々であると考えられる。そのため，より一
般化された結果を得るために，全国各地の複数の中学
校で，同様の調査を行う必要があるだろう。
　最後に，本研究は「体つくり運動」領域での実践と
なったため，単元すべての時間を用いてコーディネー
ショントレーニングを実践することができ，運動有能
感を高めたり，運動の楽しさや喜びを味わわせたりす
ることに有効であるという結果を得ることができた。
しかし，中学校の保健体育の学習指導要領において，
学習する内容が示されている以上，年間のすべての時
間をコーディネーショントレーニングに充てることは
できない。したがって，様々な運動領域内で，主運動
に繋がるコーディネーショントレーニングを短時間で
実践できるようになればよいのではないだろうか。本
研究の結果から，特別な能力を必要とせず，誰でも取
り組める運動であるコーディネーショントレーニング
を主運動前のいち運動種目として導入することで，運
動が苦手な生徒でも運動の楽しさや喜び及び運動有能
感を味わうことができると推察される。実際に藤田

（2014）は，自らの実践を経て，コーディネーション
トレーニングを行うことで，仲間とコミュニケーショ
ンをとりながら様々な動きが取り入れられるので，特
にバスケットボールの扱いに抵抗がある子どもにとっ
て，取り組みやすい単元となったと述べているが，他
の運動領域でも同様の実践が望まれる。そのため，コー
ディネーショントレーニングを各運動領域内で帯状に
短時間実践することでも，同様に有効な手段となり得
るのかを検証することを今後の課題とする。
　今後，日本の学校体育が目指す「生涯にわたる豊か
なスポーツライフの実現」のためには，中学校の体育
授業がカギであると考えられる。よって，中学校の体
育授業において，運動の楽しさや喜び及び運動有能感
をすべての学習者に味わわせる可能性を持つコーディ
ネーショントレーニング導入の授業実践が蓄積される
ことが望まれる。

【注】

1）高田による「よい体育授業の条件」を中村（1981）
が命名した言葉である。
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